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Definitive Surgical Trauma Care 

(DSTC) Course 

DSTC-Japanコーデイネーター

帝京大学救命救急センター講師

藤田尚

The International Association for Trauma Surgery and Intensive Care 

(IATSIC) は theSociete International de Chirugie (International Surgical 

Society) -ISSの主要な構成団体であり、北米を除いた外傷外科の組織では最

大の世界規模の組織であります。

この IATSICの主要メンバー医師が中心となって開発されたのがDefinitive

Surgical Trauma Care (DSTCTM) Courseです。現在まで24カ国で200回以

上のコースが開催されており、 日本では、 2013年2月に第 I回のコースが、

2013年 11月に第2回目のコースが成功裂に無事終了しております。両コース

ともコースディレクタ ーを、南アフリカの Kenneth Bo旺ard先生 (ISW2011

President)にお願いし、帝京大学で行われました。これまでに日本人 15名、

韓国人 3名が受講しております。

DSTCコースの開発の経緯につきまして、少し述べさせていただきます。北

米を中心に行われている ATLS (Advanced Trauma Life Support)や、本邦

で行われている ]ATEC(]apan Advanced Trauma Evaluation and Care)は、

外傷初期診療の標準化を可能にし、いわゆる iGoldenHour J (受傷 1時間以内)

の治療成結向上に寄与してまいりました。一方、 iGoldenHourJのあとの外

傷治療についての、標準化されかつ系統だ、った教育は、どんどん細分化されて

いく臓器別の一般外科教育の中では不可能になってきているのが現状であり

ます。この現実を憂い、 IATSICの主要メンバーが世界各国の外傷教育の現状

を討論し ATLSに続くコースの必要性を確認し本コースを開発しました。

DSTCコースは外傷診療全般に対する教育コ ースで通常3日間行われてお

ります。開催国の事>mで2日間に短縮したコースや、半日の講義を追加した軍

医向けのミリタリーコースも提供されております。また外傷診療はチーム医療

であるため、麻酔科医集中治療医 (non-surgeon)向けのコースや、 看護f1ili向

けのコースも存在いたします。DSTCは登録商標を得ており、 iDSTCJと名

乗るコース開催はスイスの ISS本部の了承が必要です。本邦で現在行われて

いるコースは外科医向けの 3日間のオリジナル正規コ}スで、公式使用言語は

英語です。

コースの概要ですが、「系統だった外傷総論J、「臓器別損傷の各論」、「実際

のケース提示と臨床決断の討論jと 「動物を使った外傷モデルでの手技教育J

がその中心となっております。受講要件は外科医であること、 ATLSや

]ATECなどの初期診療コ ースを受講済みであることの 2つです。受講料は

2013年現在 18万円です。特筆すべきは、 DSTCのコース管理ルールでは、外

国人講師はどんなにご高名な外科医であってもエコノミークラスで往復する

こと、自国での休業補償は求めないこと、実施国での報酬はないこと、が明記

されております。これまで7人の外国人講師が、本当の意味でのボランティア

精神で来日してくださっており、感謝の念を言葉では表せませんでした。

世界的に有名な外科医とウエットラボで時間を共有できる貴重な体験は、か

ならずや受講生のキャリアーアップにつながるものと確信しております。第3

回コースは 2014年6月27日から 3日間、帝京大学で行う予定です。

お問い合わせ; DSTC-Japan@med.teikyo-u.ac.jp， 
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2013年収支決算書

2013収支決算書 (2013年 1 月 1 日 ~12 月 31 日) ISS/SIC 

日対s::p:j <7コ~官 Ili(、，'1.:1'1 

ll1JlJ-、αコ官官 予 算 額 決算額 曲7 考

~ 吾 .!レぜ 902.000 1，078.338 8200ユーロ

丘~ ~I;悩根料 700，000 700，000 

'!.f (、t 。 。

'tt.収入 。 1，598 

吋JUI~ ，H 1，602，000 1，779，936 

1i1f{f'.Jjl繰組金 。，727，893 日町727.893

収入合計 11，329，893 11，507，829 

日支 出 の 部

会よ並 1を 360.000 269，094 支部総会mln~ (/民政)

地(，t 1~ 180.000 137，789 
印刷I j~ 520，000 443.730 文部ーコ ス36~; ・ 37 Jj 

文 H j~ 30，000 7，949 
交 通 貨 90，000 71.920 
人 n j~ 360，000 360，000 

tt 1'( 12，000 18，075 
予備~ 50，000 。

百号:>kohamaAwa吋 賞金 500，000 500，000 

支出合計 2，102，000 1，808，557 

収 支掛 jl・5 9，227，893 9，699，272 (次年度繰越金)

ニLーーロ 0:>官官 'Il(立町ユーロ

止'Sl.?'、qコ剖E 予算額 決算額 備考

会* 9，500.00 8，716.80 
手IJ .~. 。 0.61 

liirllユl主繰III金 7，123.56 7，123.56 
収入合計 16，623.56 15，840.97 

支出の部

1l;l>:I'Jへ預特 8，200.00 8.200.00 
スイス本部得{・r 1，300.00 1.300.00 

支出合計 9，500.00 9.500.00 

次年度緋越金 7，123.56 6.340.97 

残高 日i杢匝 9，699，272白 {通墜銭高 9，652， 294 pl +型金 46，978回i
ユーロ 6，340.97ユーロ {通鑑l!自民340.97ユーロ}
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日本支部 」骨量印冶抑/

'7-t:>(V 年一主ßJ~臼
監事例温'-.5芳tしA仁

2p/タ年 L 月どミL日 監事 勿 轡 印

2014年度予算案 (2014年1月1日"'12月31印 ISS/SIC

日本円の部 単位円 ユーロの部

収入の部 予算額 備考

ユーロから預替 962，000 
7400ユーロ
lユーロ =130円で計算

広告掲載料 700，000 

寄付 。
雑収入 。
利息 。
当期合計 1.662.000 

前年度繰越金 9，699，272 

収入合計 11.361.272 

支出の部

会議費 380，000 総会2回分

通信費 180，000 

印原IJ 費 460，000 ニュースレター2回発行分

文具賀 10，000 

交通賀 100，000 

人件費 420，000 

剥i 費 12，000 

予 備費 100，000 

支 出 合計 1.662.000 

収支残品
9，699，272 

(次年度繰越金)

単位 :ユーロ

収入の部 予算額 備考

会費 8，700.00 

利息 。
繰越金 6，340.97 

収 入合計 15，040.97 

支出の部

日本円へ預替 7，400.00 

スイス本部寄付 1.300.00 

支 出合計 8，700.00 

次年度繰越金 6，340.97 
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ヤンセンファーマ練式会社 Janssen T URl:http://附 w.jartssen.co.Jp

私たちが目指すもの:
それは、違いをもたらすこと

私たちの大きな使命.それは.今なお応えきれず、患者古んたちが切望する限簡に湿り組み、
Zれを解決することです.

ヤンセンがとりわけ注力しているのは、 5 つの大きな治療繍崎一神経科学、.~島症、.宿(がん) 、
免鐙疾患および著書痛ーです.

古らに、当祉の製品ポートフォリオは、その他の軍要な領量産についても撮っています.

私たちはr人を助ける人」でありたい.

一統合古れた知歯と資源を使いとなし、車錯した科学のカと可能性に授賞して、

世界中の人々の'命と QOLを向上古せるために全社ー体となって取り組んでいます.

ヤンセンの名のもとに、私たちはあらゆる患者古んのためK全力で科学を追戒します.

f効能・効果」、『効能・効果に関連する使用上の注意J、「用法・用量J，r用法
使用よの注調IJ、「猿忌を含む使用上の注意J等については、添付文書をご多照くださも、。
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ここにあげたすべての処方せん医薬品は、
「注意一医師等の処方せんにより使用することJ。
効能・効果、用法・用量、 警告、禁忌を含む使用上の
注意等については、製品添付文書をご参照ください。
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《個目制蹴柏崎叫

-世間叫rt福田;p

2013年5月作成

⑨ 
選択的NKl受容体信抗型制吐剤 層重垂極言。

1日イ.J-:Jド⑮需拡?周
前明時間冒明寝開哩雪開閉罰百
処方ttん匡震a'" 注}注.-11錫"の処方匂んこより使用すること

・向、開価凶百回知市政d 帥飢>9冒p''''蜘-Cap...・-"同噛M・"'.. 柑制.~嗣.制.J.USA

-効能効果、用法 用量、競忌を含む便用上の注意等‘

鮮紹は国語添付宜曹を己参照くだ古い.

mf!?15思艶子社
2013年3月作成

抗悪性腫痛剤

M 加ん闘がり 画亙重曹

世ru・~"Îi300
X除自 力ペシタピン鍵

ゼローダ@⑧鎗F翁コマン ， ロ!.f:a.tま{スイス}・・・・
抗感性腫郷荊抗VEGFl!21ヒト化モノクローナル抗体

四帥輔副眠処方営ん四a削 匡亙盃豆E

F附'~参ヨ~~~静注用 ;11:究t乱。AVA訂 IN' べ川相嗣子組制}注

注1)謹章一医師"の処方曾んにより使用，るZと
注2)VEGF: Vascular Endothelial Growth Factor(血置内皮細殖因子}

※効能・効果、用法・用塁、醤告、禁忌を含む使用上

の注意、効能・効果に関連する使用上の注意、

用法・用量に関連する使用上の注意等は製品添付

文密をご参照ください。

[資料縞求先]

製造販売元中外製薬株式会社
干103.8324 東京都中央区日本橋室町2-ト1
ホームベージで中外製薬の企業・製品情報をご覧いただけます.

http://www.chugai-pharm.co.jp 2014年2月作成


